
人・農地プランについて
 

【目的】 

現在、地域が抱える「人と農地の問題」のため、地域における話し合いによって担い手の確保や、農地の流動化による

農地の効率的な利用を図るため。 

 

【内容】 

地域での話し合いに基づき、地域の中心となる経営体を定め、その経営体への農地の集積が円滑に進められるように

以下のようなことを決めるための話し合いです。 

 

 

 

 

 

 

                                       

【計画】 

 

今後長柄町としては・・・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プラン作成までのイメージ】 

   市町村による準備         地域の担い手の確保        町による検討会の開催    見直しは毎年実施 

 

 

 

 

 

 

 

・今後中心となる経営体（個人、法人、    

集落営農）はどこか。 

・中心経営体への農地の集積方法。 

 

・農家の皆様の意向を確認します。 

・農地中間管理機構や農業委員会による農地

の適切な利用を推進します。 

 

 

・プランの作成範囲。 

・町内における中心経営体※（個人、法人、

集落営農）の位置づけ。 

・農地中間管理機構※の活用。 

・農地の効率的な利用にむけて。 

 

・町として一つのプランを作成します。 

・認定農業者※を中心に、現在中心経営体

である方や、農業経営の規模拡大の意向

がある方を位置付けます。 

・農地の出し手となる方に周知（広報等） 

・農地中間管理機構、農業委員会等による

農地の斡旋。 

・図面による農地の管理状況の把握。 

・町による、地域農業者

へのアンケート実施、

説明会等による農業

者の意向把握。 

・中心経営体への意

向確認、位置づ

け。 

・町によるプラン原案

の作成。 

・検討会によるプラン

の審査。 

・必要に応じたプ

ランの変更。 


